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　11 月８日，「鈴木文熹先生と私を語る会」が
やどかり情報館で行われた．昨年７月に他界さ
れた鈴木先生を偲び，私たちが学んだ多くのこ
とを語り合おうと，秋田，高知，長野など各地
から 40 人が集った．やどかりの里からも多く
の人が参加した．
　会は，鈴木先生の御子息である鈴木土身さん
が写真を織り交ぜながら先生の足取りを紹介
し，参加者１人１人が先生との関わりを語り合
う形で進んだ．
　鈴木先生は 1927（昭和２）年，愛知県の寺
院の長男として生まれた．ご自身の生き方を探
る中で寺院を離れ，肥料協会新聞部勤務をきっ
かけに農業経済研究，農民経済研究の道に進ま
れた．農協労働組合の講演で訪れた土地で，ま
ず農家の人たちがどういう状態であるのか聞き
取りを行ったのが状態調査の始まりだったとい
う．1977 年，高知短期大学教授就任，退官後
の 1994 年，長野県下伊那郡飯田市に南信州地
域問題研究所を設立した．
　やどかりの里との出会いは，やどかりの里
30 周年の節目を迎える時期だった．これから
のやどかりの里の方向性を描こうと，1999 年
にメンバーの状態調査，2000 年に職員の状態
調査にご協力いただき「やどかりの里の５つ
の課題」が導き出された（機関紙「やどかり」
2013 年 10 月号，響き合う街で№ 18 参照）．
　以降，先生は，エンジュ弁当利用者状態調査
や，有志の学習会に講師としてしばしばやどか
りの里に足を運んでくださった．
　農業経済研究からやどかりの里へ，結びつけ

未来を拓く住民主体の地域づくり
～鈴木文熹先生から学んだこと～

たのは状態調査だった．農民組合を中心とする
調査から市職員労働組合の労働者状態調査，そ
して保健師ややどかりの里との関わりから，調
査主体は高齢者や障害のある人たちに広がって
いった．高度経済成長期から新自由主義が台頭
していく中，常に住民に向き合い，そこから浮
かび上がる社会の矛盾を明らかにし，あるべき
姿を発信し続けた先生の生き方が貫かれていた．
　また多くの参加者から「地域のことが見える
ようになった」「仲間が育った」「元気づけられ
た」と語られた．状態調査を通じ，相手方の暮
らしや思いに向き合うプロセスで，主体は住民
であり，私たちも地域づくりの担い手であるこ
とを学んだ．この国の主人公は誰なのか，とい
うことも先生は問い続けた．先生の蒔いた種は
若い世代にも確実に引き継がれ，こうした集い
を継続していくことを確認し閉会となった．
　やどかりの里は来年 45 周年を迎える．この
間，競争・成果主義，自己責任主義の障害者自
立支援法（障害者総合支援法）に対峙し，これ
を部分にして地域における活動づくりへと歩み
を進めてきた．精神科病棟転換型居住系施設問
題，生活保護制度改悪と経済財政中心に社会保
障制度が大きく崩され，急速に推し進められよ
うとしている．そうした中でやどかりの里が取
り組むべき課題は何か，改めて５つの課題と総
括し，50 周年に向けた展望を描く時期を迎え
ている．「目の前の人に学ぶ」原点に立ち返り，
現在，メンバーの２つの調査を準備している．
鈴木先生からの学びをしっかりと引き継いでい
きたい．


